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★宇治市、京都市伏見区、八幡市、枚方市の４自治体では、かつて京都と大阪を結ぶ主要な

交通手段だった宇治川・淀川の舟運の歴史を生かし、2022 年から連携して舟運イベントを

実施している。今年は 10月３日（土）伏見、４日（日）八幡、18日（日）宇治・枚方でそ

れぞれコースを設定。川下りだけでなく、各地域ならではの観光や食、文化などの「とっ

ておき」体験を組み合わせているのが特徴。 

★枚方コースは午後 1時 30分、八幡市の「さくらであ

い館」（京阪石清水八幡宮駅徒歩 10 分）からスター

ト。背割堤の船着場から 11人乗りの Eボート（写真）

に乗り、インストラクターの指導を受けながら、枚

方大橋手前の枚方船着場まで約 11kmを大河が育んだ

雄大で緑豊かな自然と歴史に思いを馳せながらオー

ルを漕ぎ、約２時間 15分かけて下る。 

★コースは宇治川をスタートし、木津川、桂川の三川が合流して淀川となる地点を通過する。

周辺には、羽柴秀吉と明智光秀が戦った「天下分け目の」天王山や国宝・石清水八幡宮が

建つ男山が迫り、歴史を感じる景観を楽しむことができる。 

★枚方市域に入ると左岸に沿って京阪電車が走り、広大なゴルフ場が広がる先に京阪樟葉駅

やショッピングモール、高層マンション群といった現代を象徴する街並みが続く。工事が

進む新名神高速道路の高架をくぐり抜け、しばらく進むと高槻方面へ延びる枚方大橋が前

方に姿を現す。淀川河川公園に隣接する枚方船着場には午後４時頃到着する。 

★枚方で下船した後は、江戸時代に東海道 56番目の宿場町として栄えた枚方宿へ。京都と大

阪を結ぶ淀川舟運の中継港としてもにぎわった地域で、現在も旧京街道沿いには歴史的な

まちなみが残る一方、町家などを生かしたカフェや雑貨店、ギャラリーが点在する。 

ボート漕いで花火見て 宿場町満喫 
コーヒー飲み比べなど体験も とっておき舟運１０月１８日 

◎チラシあり 

令和８（2026）年８月 28日 

八幡～枚方間の淀川をＥボートと呼ばれるゴンドラ型の手漕ぎカヌーで下り、宿場町・

枚方宿でコーヒーの飲み比べや陶芸などを体験し、最後はカフェで食事を楽しみながら、

淀川河川公園に打ち上がる「五六花火」を眺める、舟運と地域の魅力を組み合わせた体験

ツアーが 10月 18日（日）に行われる。宇治川・淀川沿川 4自治体と事業者による舟運活

性化の連携企画「Eボート川下り＆とっておき体験」の枚方コースで、約 11kmの川下りに

加え、枚方宿での選べる体験、食事、花火までを一度に楽しめる。午後 1 時 30 分～６時

30 分（予定）で、参加費は一人 9,800円。定員は先着 20人。申し込みは 9 月 1日（火）

からＥボートを運航する「株式会社アオキカヌーワークス」へ。 
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★枚方公園駅近くの「鍵屋別館」（写真）では、申込時に選んだ３つのプログラムのうち一つ

を体験する（各 60分程度）。  

 ①プチ陶芸体験（ICHICARA／3 階） 

②コーヒー飲み比べ（KAORU COFFEE ROASTERY／2階）  

③ハーブティー作り（chinois tea／2 階） 

鍵屋別館（写真）は、江戸時代の船宿で現在は資料

館となっている「鍵屋」の別館として使われていた建

物。現在はカフェや雑貨、陶芸など個性的な店舗が集

まる商業施設となっている。 

★体験後は３階のカフェ

「green 商店」で「発酵ご

はん」をテーマにしたプレ

ートセットを味わう（写

真）。そして午後６時 30分、

店内の大きな窓から淀川

河川公園で打ち上がる「五

六花火」を観賞してツアーを締めくくる。通常は午後５時閉店の同店が、この日はツアー

参加者のために特別に営業する。カフェを経営する建築会社の代表取締役・松村貫十（ま

つむら・かんじゅ）さんは「鍵屋別館のお店の方たちと一緒に地元を盛り上げるお手伝い

ができてうれしい」と話す。 

★「五六花火」は、淀川河川公園で毎月第３日曜（時間は季節により変動あり）に、枚方

宿が56番目の宿場町として栄えた歴史があることから56発の花火が打ち上げられてい

る。毎年９月に開催される「水都くらわんか花火大会」の主催者が「一年中花火が楽し

める枚方にしたい」として今年５月に始めた取り組み。今回、舟運ツアーの実施日と重

なることから枚方コースに組み込まれた。市観光交流課の担当者は「舟運と花火が繋が

ったツーリズムは初めて。パワーアップした宿場町枚方ならではの楽しさを堪能してほ

しい」と話す。 

★申し込みは９月１日からＥボートを運航する「株式会社アオキカヌーワークス」のホーム

ページ（www.kanu.co.jp）で。お問い合わせは電話（072-840-3320／平日午前９時～午後

６時）で受付可能。参加費は一人 9,800 円で先着 20 人（小学生以上）。小雨決行だが荒天

または河川の増水で中止となる場合がある。他３市含む連携企画全体の詳細は別紙チラシ

を参照。 

 

＜問い合わせ＞ 枚方市観光にぎわい部 観光交流課 

☎072-841-1357（直通）／FAX072-841-1278／メールアドレス sanbun＠city.hirakata.osaka.jp 

写真： 

鍵屋別館

外観 

※イメージ 






